
2021 年度(令和 3 年度)活動報告 

 

「災害にあってもひとりの犠牲者も地域から出さない」という強

い信念をもって、「自分の命は自分で守る」、「自分たちの地域は自

分たちで守る」という地域防災の原点に立ち、①災害に強いまちづ

くり（地域防災力の強化・向上）、②隣保協働精神の醸成（お互い

様・援けあえる関係作り）を主な活動目標として今年度も取り組み

ました。 

主な取組は… 

１）総合・個別防災訓練の実施 

２）消火設備の定期点検、老朽化消火ホースの取替 

３）住民アンケート調査の実施 

４）防災情報の発信 

５）各種研修会に参加し防災減災に関する知識・技能の取得、スキルアップ

６）定期会合による問題の共有化・対策実施、などが挙げられます。

  活動内容詳細については下表をご覧ください。 

 

今年度も新型コロナウイルス感染症の拡大、蔓延により、住民参

加型訓練の縮小など制限を余儀なく受けた活動もありましたが、住

民みなさまのご理解ご協力のお陰を持ちまして、ほぼ年初計画通り

の取り組みを行うことが出来ました。ありがとうございました。 

 地球温暖化の影響などにより記録的な豪雨（線状降水帯による集

中豪雨、局地的大雨（ゲリラ豪雨）など）による風水害被害の激甚

化、南海トラフ巨大地震など、いつ、どこで災害が発生するか、他

人事ではありません。今後とも、我事とし、地域防災減災力向上に

住民みなさま一体となって取り組んでまいりたいと思います。今後

とも皆さまのご理解ご協力をお願いします。 



 

毎月
(4月～3

月）
ふるさと防災チーム役員会 集会場

役員
(13名）

月次定例会の実施
・役員（正副隊長、隊長補佐、防災士の会、班リーダー）
・活動計画、実施状況、課題などの共有化、対応実施
（2月度はコロナ禍の為開催中止）

通年 ふるさと防災チーム班会議 － － 班毎の打合せ。　例）水防消火班は毎月定例会を開催

偶数月 「宝来坂防災士の会」定例会 集会場 7名 宝来坂防災士の会会員7名の定例会議

偶数月 「湖南市防災士連絡会」 幹事会 東庁舎 1名 湖南市全43区代表幹事役員と市職員の定例会議

9月 防災士の育成 県庁 1名

県・湖南市防災士育成事業、防災士育成講習受講受験合格

ふるさと防災チーム所属防災士は7名に。防災士は、十分な意識と

一定の知識・技能を有し、防災活動に於けるリーダーシップの役

割を担っております

6月20日 災害VC運営ゲーム（SUG）
サンライフ

甲西
2名

湖南市防災士連絡会主催
R３年度第１回防災士技能研修会
講師：湖南市社会福祉協議会・災害VC運営隊

9月26日 砂防出前講座 オンライン 2名
湖南市防災士連絡会主催
R３年度第１回防災士スキルアップ研修会
講師：滋賀県土木交通部砂防課

11月7日 初期消火講習 集会所 約25名
水防消火班主催
講師：第5分団
参加者：副班長、隊員、他

12月5日 風水害出前講座 オンライン 2名
湖南市防災士連絡会主催
R３年度第２回防災士スキルアップ研修会
講師：滋賀県流域政策室

隔月 防災カフェ オンライン 1～2名/回 県主催、隔月実施

四半期毎 地区防災計画学会大会 オンライン 1～2名/回
地区防災計画学会主催
地区防災計画策定に関して、四半期毎実施

11月7日
「我が家は無事です！黄色い
ハンカチ作戦」実施訓練

区内 345世帯
地震発生直後の近隣世帯の安否確認「我が家は無事で
す！黄色いハンカチ作戦」の実施訓練、留守宅を除くと
86%の世帯が参加。

偶数月 消火栓操作訓練 区内 自治会員 溝掃除の後、班単位で実施

隔月
「防災トランシーバー」
通信・動作確認訓練

― 8名
防災トランシーバー、有事の際の使用支障が無いよう、動
作確認、使用訓練を偶数月の午前7時30分～実施

4月 全戸 配布と活用の推進

8月 全戸 内閣府作成チラシの配布

9月 全戸

12月 全戸

8月～ 役員
防災に関する情報発信・情報共有の場としてホームページの開設

準備をスタート。次年度第一四半期内の公開を目標とする。

　防災アンケートの実施

9月～10月 アンケート調査実施 全世帯 アンケート調査設問作成、調査用紙の全戸配布及び回答のお願い

11月 アンケート調査結果報告書の配布 全戸
アンケート調査結果報告書の作成、全戸配布
回収率：７６％（３３５/440世帯）

11月7日 　2期 役員 集会場、十禅寺公園設置防災倉庫の棚卸実施

12月19日 防災倉庫整理 役員6名
災害用資機材保管スペースを新たに確保し整理整頓。法被の
洗濯等を実施

5月 消火ホースの取替 　
区内設置消火栓器具格納庫の消火ホース、製造年から20年以
上経過の劣化品52本を新たに購入したホースに交換

～9月 収納資機材の点検、補修・部品交換の実施

12月 消火栓器具格納庫の交換 3班、6班設置の消火栓器具格納庫が損傷、新規購入し交換

通年

以下の資機材、備品類を調達；

・防災トランシーバー3台　　　・消火栓器具格納庫　2基

・NAS（データベース）サーバー更新

・防災情報紙作成パッケージソフト

（その他発生経費については別紙会計報告をご参照ください）

7/3～7/9 「大雨警報」発表により警戒本部設置 集会所 役員
当該期間の宝来坂区域の累積雨量MAXは103㎜、最大時間雨量26㎜が7/3午前

3時頃の1時間。警戒本部は、「避難行動要支援者」の個別対応を行った。

8/13～
8/15

「大雨（土砂災害）警報」、
「土砂災害警戒情報」の発表、
および「避難指示」の発令

集会所 役員

宝来坂区を含む湖南市1536世帯に「避難指示」(警戒レベル４)が発令された。

・当該期間の宝来坂区域の累積雨量95㎜以下、最大時間雨量22㎜が8/13午後6

時頃の1時間、等の状況から判断して、ふるさと防災チームからの「避難の呼び

かけ」は行わなかった。

・湖南市に「避難情報」発令の根拠、今後の対応について要望書提出、改善対応

を確認。

　訓練　（技能のスキルアップ、地域防災・減災力および住民意識の向上）

　防災情報の発信

「新たな避難情報と避難について」チラシの全戸配布

以下を目的に防災情報紙タイトル「備えよう宝来坂」を発行
・自助力を高め、地域の方の安心、安全な生活を支えること。
・地域住民同士の絆を深め、共助につなげる。
・宝来坂ふるさと防災チームの認知度を上げ、地域の方の安心につなげること。

宝来坂区防災情報紙の発行
「備えよう宝来坂」

「備えよう宝来坂」vol.1 発行、全戸配布

　災害資機材、消火栓設備の管理

宝来坂ふるさと防災のホームページ開設準備

　災害警戒本部の設置

「備えよう宝来坂」vol.２ 発行、全戸配布

防災に関する旬な話題、地域の資源、災害への備えなどを提
供、共有

「湖南市防災マップ」の全戸配布

宝来坂ふるさと防災チームの取り組みを、今後より一層地域の皆さまの身近なも のに
するため、各家庭の防災の取り組み、現状に関してのアンケート調査を実施

　研修会・講習会　（知識・技能の習得およびスキルアップ）

 　会議

宝来坂防災計画に則た「災害警戒本部」の設置実績について

災害用資機材、活動備品類の新規調達

消火栓器具格納庫の年次点検・補修 水防消火班


